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たと考え られる。また 「御地 しろからなしの
たち木,い ろいろつまミ」という記載は,白
地に立木を絞 りあげる表現が同時代に行われ













柄 に枝葉 と花を配す ものである。この小袖 は
刺繍で装飾 されているために 「辻が花」の描















られ,同 じく慶長7年 墨書の 『段に桜樹文様
打敷』にも求められた。いずれもその年代以
前の現存の 「辻が花」作品には,管見の限り
見出せない特徴的な表現であり,この時期新
たに用いられるようになった表現であると考
えられる。よってこの 『檜葉胴服』の制作期
は天正期の終わりか ら,慶長期の始めの作品
であると位置付け,「辻が花」の典型的な意
匠に対してより新 しい描絵表現であるとした。
今後はなぜこのような表現が発生 したか探る
ことを課題としたい。
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